
ワークショップ

支援時に上記シートを使用し排出量を可視化します

CO₂排出量算定シート

・年度内での季節変動分析ができます

・排出量の経年比較ができます

045-225-3733 datsutanso@idec.or.jp

【問合せ先】【問合せ先】 お申込みは
WEBサイトから

経営支援部　ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ支援課経営支援部　ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ支援課

（公財）横浜企業経営支援財団（IDEC横浜）（公財）横浜企業経営支援財団（IDEC横浜）

脱炭素･

10/10
無料

先着20者

▶▶16:0014:00

金

【場所】横浜情報文化センター11階『大会議室』
  横浜市中区日本大通11番地（みなとみらい線｢日本大通り駅」3番情文センター口直結）  横浜市中区日本大通11番地（みなとみらい線｢日本大通り駅」3番情文センター口直結）

定員

参加費
【受付】13：30

プログラム

講義

｜
ワーク

｜
説明

｜
相談会

講師 谷口   壯一郎 氏
中小企業診断士

IDEC横浜 

脱炭素経営アドバイザー

当日の持ち物

❶1年分の電気･ガス･ｶﾞｿﾘﾝ等の

    エネルギー使用量がわかる資料
＊ご用意できない場合は、架空企業のデータを使用します。

＊お持ちでない方には貸出PCをご用意しております。

横浜市内企業限定

個別相談会（15分程度／1者）

先着順で４社からの相談をお受けします。

 横浜市の脱炭素化取組支援メニュー紹介

脱炭素経営が求められる時代。なぜ今脱炭素なのか

算定シートからCO₂排出量を見える化

まず始めは見える化から、自社のデータを用いて
どの程度の二酸化炭素を排出しているのか確認します。

見える化のデータをもとに、企業の傾向などの分析後、
助成金や市の施策、IDEC横浜の支援メニューのご紹介をします。 ❷Excelが使用できるノートPC

    数に限りがございますのでご了承ください。

第２弾

見える化

－ 『減らす』ための第一歩 －
自社のCO₂排出量を把握し、他社の事例をみる

ことで、削減に向けた取組のヒントを得る

脱炭素への対応は、企業の信頼・競争力・成長戦略に直結します。
なぜ脱炭素が重要なのかをわかりやすくお伝えします。


